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【科目】デジタル信号処理特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・学年共通
【担当教員】

樋口 博

【授業目標・教育方針】
例題演習を繰り返すことで、デジタル信号処理の基礎と応用を修得する。

【授業概要】
デジタル信号処理の数学的基礎及び工学的意義修得の後、各種デジタルフィルタの設計を演習で実施する。実例・応
用例として、雑音中の信号抽出、音声信号圧縮を取り扱う。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書 :「プラクテイス　デジタル信号処理」、イブ・トーマス / 中村尚五 共著、東京電機大学出版局

【メッセージ】
演習を通じて、授業で学んだ事柄を実践的に使えるようにする、またこうして身に着けた基礎技術をもとに、簡単な
応用問題に適用できるようにすることを大きな狙いとしている。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：デジタル信号処理特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1-2 回 信号処理の基礎 たたみ込み積分、フーリエ級数展開、フーリエ変換及
びこれらに関する演習

第 3-4 回 離散的信号とその処理 Z 変換、離散的フーリエ変換と窓関数、高速フーリエ
変換、離散的コサイン変換、及びこれらに関する演習

第 5-6 回 信号のサンプリング サンプリングと信号スペクトル、これらに関する演習
第 7-8 回 IIR デジタルフィルタ アナログフィルタの設計、デジタルフィルタの設計及

びシミュレーション・演習
第 9-10 回 FIR デジタルフィルタ FIR フィルタの伝達関数、位相特性、及びその応用と

演習
第 11-12 回 信号処理の実例 基線変動の除去、雑音の検出と除去、ピーク信号の強

調
第 13-14 回 信号圧縮における応用 フィルタバンクの設計及び音声信号圧縮への応用
第 15 回 総合まとめ 総合まとめ
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